
    

 
（
令
和
二
年
正
月
号
） 

年
頭
の
ご
挨
拶 

 
 

今
宮
神
社 

宮
司 
塩
谷 

崇
之 

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
当
神
社
に
格
別
の
御
尊
神
と
御
篤
志
を
賜
り

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

「
庚
子
」
（
か
の
え
ね
）
の
年
頭
に
あ
た
り
、
中
町
奉

賛
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
秩
父
地
域
の
ま
す
ま
す
の
隆

昌
と
安
寧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
子
」
と
い
え
ば
干
支
の
順
番
を
決
め
る
際
に
、
牛
の

背
中
に
乗
っ
て
移
動
し
、
最
後
に
飛
び
降
り
て
一
番
に

な
っ
た
ネ
ズ
ミ
の
逸
話
が
有
名
で
す
が
、「
子
」
と
い

う
漢
字
に
は
も
と
も
と
命
の
芽
生
え
や
増
加
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。
日
本
神
話
の
中
で
は
、
ネ
ズ
ミ
は
、

日
本
を
平
定
さ
れ
た
大
国
主
神
を
助
け
た
神
使
で
、
子

孫
繁
栄
・
五
穀
豊
穣
を
も
た
ら
す
動
物
と
さ
れ
ま
す
。 

令
和
二
年
は
「
庚
子(

か
の
え
ね)

」
の
年
で
す
が

が
、
「
庚
」
は
、
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
五
行
の

「
金
」
に
該
た
り
、「
水
」
の
性
質
を
持
つ
「
子
」
と

は
互
い
が
相
乗
効
果
で
良
い
相
性
を
生
む
「
相
生
」
の

関
係
に
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
は
、
天
皇
陛
下
の
御
譲
位
に
よ
り
平
成

の
御
代
が
終
わ
り
、「
令
和
」
の
御
代
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
。
今
宮
神
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
社
殿

増
英
事
業
が
順
調
に
進
み
、
昨
年
二
月
に
は
竣
功
祭
・

遷
座
祭
を
斎
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
境
内
西
側
の
古
い
フ
ェ
ン
ス

を
撤
去
し
、
雑
木
を
整
理
し
て
、
瑞
々
し
い
玉
垣
を
建

設
し
て
境
内
整
備
を
完
了
。
今
春
に
は
こ
の
御
神
域

に
，
学
問
野
上
様
と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
公
を
お

祀
り
す
る
「
天
満
社
」
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。 

今
年
も
ま
た
、
新
し
き
春
の
到
来
を
喜
ぶ
「
立
春

祭
」
、
明
治
十
一
年
「
秩
父
大
火
」
を
思
い
起
こ
し
火

伏
の
神
々
に
祈
り
を
捧
げ
る
「
三
社
祭
」、
武
甲
山
の

龍
神
さ
ま
を
里
に
お
迎
え
し
て
感
謝
を
捧
げ
る
「
龍
神

祭
」
、
秩
父
神
社
の
御
田
植
祭
に
そ
の
龍
神
さ
ま
の
御

恵
を
お
分
け
す
る
「
水
分
祭
」･

･
･

と
春
の
お
祭
り
が

続
き
ま
す
。
六
月
に
は
、
高
祖
役
小
角
（
役
行
者
）
を

お
祀
り
す
る
「
役
尊
神
祭
」（
行
者
祭
）
、
そ
し
て
水
無

月
晦
の
「
夏
越
大
祓
」。
秋
に
は
、
当
社
の
主
祭
神
で

あ
る
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
三
柱
の

神
々
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
「
例
大
祭
」
へ
と
繋
が
り

ま
す
。 

皆
様
方
に
も
ぜ
ひ
お
運
び
い
た
だ
き
、
祈
り
を
共
有

し
て
頂
く
け
れ
ば
誠
に
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

【
新
社
殿
竣
工
の
ご
報
告
】 

一
昨
年
よ
り
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
今
宮
神
社
新
社

殿
造
営
（
拝
殿
新
築
な
ら
び
に
境
内
整
備
）
の
事
業

が
、
無
事
竣
功
・
完
了
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

新
社
殿
の
竣
功
に
あ
た
り
、
昨
年
二
月
二
十
三
日
に

「
本
殿
鎮
座
祭
」
を
、
翌
二
十
四
日
に
は
「
竣
功
奉
告

祭
」
を
斎
行
。
そ
の
後
、
三
月
に
入
っ
て
、
狛
犬
及
び

灯
籠
の
設
置
、
御
寄
付
銘
板
の
設
置
、
仮
社
殿
の
解

体
・
移
設
と
参
拝
者
用
の
休
憩
所
設
置
な
ど
、
一
連
の

追
加
工
事
を
行
い
、
新
た
な
御
神
域
に
て
新
た
な
御
代

を
迎
え
る
こ
と
と
相
成
り
ま
し
た
。 

先
帝
御
即
位
三
十
年
と
い
う
節
目
に
こ
の
よ
う
な
事

業
に
取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
、「
令
和
」
の
新
し
い

御
代
を
荘
厳
な
社
殿
と
清
々
し
い
御
神
域
で
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
さ
ま
を
始

め
、
新
社
殿
造
営
事
業
に
御
支
援
・
御
奉
賛
に
よ
り
ま

す
こ
と
と
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

新
設
の
社
殿
は
、
切
妻
屋
根
銅
板
葺
き
妻
入
り
の
総

木
造
。
旧
社
殿
の
趣
を
取
り
入
れ
、
外
壁
は
総
朱
塗
仕

上
げ
、
殿
内
は
木
肌
を
活
か
し
た
白
木
仕
上
げ
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
既
存
の
本
殿
に
連
な
る
九
帖
の
幣
殿
と

十
八
帖
の
内
拝
殿
、
さ
ら
に
二
十
四
帖
の
外
拝
殿
か
ら

な
り
、
内
拝
殿
だ
け
で
も
五
十
余
名
の
昇
殿
参
拝
が
可

能
と
な
り
、
外
拝
殿
を
合
わ
せ
る
と
ゆ
う
に
百
名
以
上

に
ご
参
列
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
今
回
の
御
造
営
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
の
伝
統
技
術
を

継
承
す
る
「
金
剛
組
」
出
身
の
宮
大
工 (

株)

内
柳
に
設

計
・
施
工
を
依
頼
。
同
社
代
表
取
締
役
の
内
田
一
矢
氏

が
設
計
監
理
を
担
当
、
弟
の
内
田
乙
矢
氏
が
棟
梁
と
な

っ
て
施
工
し
、
下
回
り
を
新
井
石
材
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア

八
木
な
ど
、
秩
父
の
若
手
職
人
ら
が
請
負
い
、
伝
統
的

な
様
式
美
と
多
く
の
箇
所
に
繊
細
な
技
が
窺
い
知
れ
る

社
殿
に
仕
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

一
、
総
工
費 

約
六
千
万
円 

（
設
計
・
施
工
、
内
装
、
調
度
品
、
境
内
整
備
等
） 

一
、
建
物
規
模 

 
 

建
築
面
積 

三
十
七
坪
、 

 

延
べ
床
面
積 

二
十
七
坪 

 
 

幣
殿
・
九
帖
、 

拝
殿
・
十
八
帖
、 

 

濡
縁
・
三
帖
、 

外
拝
殿
・
二
十
四
帖 

 
 

間
口 

五
・
四
メ
ー
ト
ル
（
三
間
）、 

 
 

 

奥
行 

十
六
・
四
メ
ー
ト
ル
（
九
間
） 

新
た
な
御
社
殿
は
、
銅
板
葺
檜
造
に
よ
る
大
社
造
様

の
造
り
で
、
既
存
の
本
殿
の
前
方
に
、
九
帖
の
幣
殿
、

十
八
帖
の
内
拝
殿
そ
し
て
約
三
十
帖
の
外
拝
殿
を
建
て

設
け
、
滞
り
な
く
祭
礼
行
事
を
執
り
行
う
と
と
も
に
、

皆
様
に
気
持
ち
よ
く
ご
参
拝
い
た
だ
け
る
よ
う
な
構
造

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

柱
と
壁
面
は
、
か
つ
て
の
今
宮
神
社
社
殿
と
同
様
の

格
調
高
き
朱
色
の
塗
装
を
施
し
、
屋
根
は
、
皆
様
よ
り

ご
奉
納
い
た
だ
い
た
黄
金
色
の
銅
板
を
葺
い
て
、
棟
上

は
天
高
く
聳
え
る
千
木
と
社
殿
の
屋
根
を
御
守
り
す
る

秩
父 

今 

宮 

神 

社 
 

奉
賛
会
だ
よ
り 



今年も元旦から数行限定にて

頒布中の『金龍御朱印帳』。好評

を博しています。 

二
月
二
十
三
日 

本
殿
遷
座
祭 

二
月
二
十
四
日 

竣
功
奉
告
祭 

行
者
祭
奉
納
護
摩 

夏
越
大
祓
の
茅
の
輪 

以前は雑木で覆われていた 

鰹
木
に
よ
り
装
飾
さ
れ
た
威
風
堂
々
と
し
た
構
え
と
な

り
ま
す
。 

な
お
、
社
殿
造
営
事
業
に
ご
奉
納
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
の
ご
芳
名
は
拝
殿
の
芳
名
板
に
刻
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
ま
し
た
。 

本
年
度
も
引
き
続
き
境
内
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
何
と
ぞ
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
令
和
元
年
年
度
を
振
り
返
っ
て
】 

◎
平
成
三
十
一
年
一
月
一
日 

 
 

歳
旦
祭
斎
行 

◎
平
成
三
十
一
年
二
月
四
日 

 
 

立
春
祭
斎
行 

◎
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
三
日 

本
殿
鎮
座
祭 

◎
平
成
三
十
一
年
二
月
二
十
四
日 

社
殿
竣
功
奉
告
祭 

          

◎
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日 

中
町
三
社
祭
斎
行 

      

◎
平
成
三
十
一
年
四
月
四
日 

龍
神
祭
・
水
分
祭 

             

◎
御
代
替
わ
り 

新
元
号
『
令
和
』 

◎
令
和
元
年
六
月
九
日 

役
尊
神
祭
（
行
者
祭
）
斎
行 

 

        

◎
令
和
元
年
六
月
三
十
日 

 
 

夏
越
大
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事
を
斎
行 

◎
令
和
元
年
九
月
二
十
八
日 今

宮
神
社
例
大
祭
を
斎
行 

◎
令
和
元
年
十
一
月
十
四
日 

大
嘗
祭
当
日
奉
祝
祭 

◎
令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日 

年
越
大
祓
神
事
を
斎
行 

   

【
境
内
西
側
玉
垣
新
設
と
天
満
社
造
営
】 

境
内
西
側
の
市
道
沿
い

は
、
今
宮
児
童
館
時
代
か
ら

の
古
い
金
属
製
の
フ
ェ
ン
ス

と
鬱
蒼
と
し
た
雑
木
に
覆
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
、
フ
ェ
ン
ス

を
撤
去
し
、
雑
木
を
整
理
し
て
、
瑞
々
し
い
大
理
石
の

玉
垣
を
新
設
し
て
境
内
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
、 

こ
れ
に
伴
い
、
道
路
境
界
の
ケ
ヤ

キ
の
巨
樹
一
本
の
伐
採
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ケ
ヤ
キ
の
切

株
に
、
学
問
の
神
・
立
身
出
世
の
神

と
し
て
知
ら
れ
る
菅
原
道
真
公
（
天

神
様
）
の
ケ
ヤ
キ
彫
り
の
御
神
像
を

奉
安
し
、
約
一
坪
の
檜
造
り
の
社
殿

に
て
道
真
公
の
御
神
霊
を
お
祀
り
す

る
「
天
満
社
」
を
造
営
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
本
年
三
月
の
竣
功
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

【
今
年
度
の
行
事
予
定
】 

令
和
二
年
一
月
一
日 

 
 

 

歳
旦
祭 

令
和
二
年
一
月
十
二
日 

 
 

神
道
護
摩
供
始
祭 

令
和
二
年
二
月
四
日 

 
 

 

立
春
祭 

令
和
二
年
三
月
二
十
日 

 
 

 
 

中
町
三
社
祭 

令
和
二
年
四
月
四
日 

 
 

 

龍
神
祭
・
水
分
祭 

令
和
二
年
六
月
七
日 

 
 

 

役
尊
神
祭 

令
和
二
年
六
月
三
十
日 

 
 

 
 

夏
越
大
祓 

令
和
二
年
九
月
二
十
八
日 

 
 

 

例
大
祭 

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日 

 
 

年
越
大
祓 

各
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
随
時
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

   

地元中町会・東町会及び秩

父市消防団による火伏（火難

除け祈願）のお祭りです。 

明治 11 年（1878 年）3 月

21 日、中町を火元に発生した

「秩父大火」は、秩父（当時は

「大宮郷」と呼ばれていまし

た）の市街地約 4 万坪 447 棟

を焼け尽くしました。 

二度とこのような災禍の起

こらないよう、翌年 3 月、今

宮神社境内摂社に火伏の霊験

ある秋葉大神を祀り、以来

139 年もの長きに亘り、毎年、

大火のあったこの日、地元町

会や消防団を中心として、火

伏の神様（秋葉大神・古峯大

神・三峯大神）に防災を祈願す

るお祭が斎行されます。 

 

 写真下左は、秩父大火の

被災地域の図。今宮神社のす

ぐ隣が火元だったにもかかわ

らず、幸いにして今宮神社の

境内は火災を免れ、焼け出さ

れた多数の避難民で溢れかえ

ったそうです。 

 写真右は、明治中期頃、三

社祭において頒布された火伏

の神様の御神札です。御参列

頂いた皆様にはこのお札を復

刻した御神札をお渡し、ご家

庭の火伏のお札としてお祀り

いただいております。 


